
     
 
 
 
１ 単元名 「１００より大きい数」 

 

２ 指導の立場 

（１） 教材観  
児童は、１年時に１２０程度までの数を対象に学習してきている。本単元では数の範囲を１０００ま

で拡張しながら、十進位取り記数法による数の表し方、読み方及び数の順序、系列、大小の比較など、

数についての理解を一層深めることをねらいとしている。 
十進位取り記数法は、それぞれの位で単位とする数字が１０になると次の位に進み、位置によってそ

の位の数字の表す大きさが違うことから成り立っている。位ごとで異なる記号などを使わなくてよいと

いう特徴がある。ここで、３位数に拡張することで、さらに、十進位取り記数法の理解を深めたい。 
また、１０や１００などを単位として、何百何十、何百、あるいは１０００という数の大きさを捉え

ていく。そして、数を相対的に比較する活動を通して、数のしくみや加法、減法についての理解を深め

るとともに、数についての感覚も豊かにしていく。この場合でも、形成的な指導ではなく、具体物を利

用した活動を通して、数の相対的な大きさについて理解させたい。 
また、算数的活動として、身のまわりから整数が使われる場面を見つける活動を取り入れる。この活

動では、児童が実際に身のまわりで使われている大きな整数を見つけ出すことで、整数についての理解

を深めさせたい。そして、整数を学ぶ意義を実感させることもねらいとしたい。数を紹介し合ったり発

表したりすることも、算数的活動として取り入れるようにしたい。 
 
（２） 児童観 

 「２けたのたし算」や「２けたのひき算」の単元では、１の位と１０の位を意識して、ブロックを置

き、繰り上げたり繰り下げたりする操作活動を行った。操作する時には、声に出して言いながら、計算

を視覚的に捉えて、数のしくみを理解した上で、これを筆算で行うと、「はやく」「かんたんに」「せいか

くに」できることを理解してきた。 
 ペア交流や全体交流では、「まず、位を揃えて書きます。」「つぎに１の位の計算をします。すると～に

なるので、１の位に～を書いて１０の位に①繰り上げます。」「それから１０の位の計算をします。する

と～になるので、１０の位に～と書きます。」「答えは～です。」というように、発表の型を示して、ゆっ

くりと丁寧に説明することを大切にしたので、十進位取り記数法の理解ができた子が多かった。進んで

説明ができる子もいるが、計算ができても言葉では詰まってしまう子もいるので、ペア交流を大切にし、

どの子も自信が持てるように時間を確保していきたい。 
 
（３） 指導観 

 本単元では、数も大きくなり、１０のまとまりや１００のまとまりとして数を捉えないと、とてもた

くさんの数を正確に処理できない子も出てくると思われる。半具体物を用いて、自分で実際に１０のま

とまりや１００のまとまりを作ることを通して、１００や１００より大きい数を量的につかませていき

たい。そして、位取り板を使って、説明できるようにしたい。 
 空位のある数の表し方では、１年生の時に身に付けた「無」を表す場合という捉えと、０を数直線の

基準点を表すものとしての捉えを理解しているので、さらに０を使うもう１つの場として、空位の一の

位や十の位の０を書くことを十分に指導したい。 
 また、１０が１３個で１３０になることや、２５０は１０が２５個であることは、数を相対的に見る

ことであり、今後計算を考えたり数範囲の拡張をしたりするのに有効な手段であるため、十分に時間を

かけて理解させたい。 
 また、千の学習や、数の大小の学習では、１０００までの数の順序、系列を理解させた上で、身のま

わりで使われている数を見つけさせる活動を通して、数についての理解を深めるようにしたい。 
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 たし算とひき算の学習では、前時までの学習を生かしながら、１０を単位として数を相対的に見て計

算できるようにしていきたい。 
 
３ 研究内容に関わって 

部会の研究テーマ   子どもの思考力・表現力を高める指導の在り方 

重点１ 子どもの思考力・表現力を高めるために、算数の内容の系統性にもとづいた指導計画を作

成し、単位時間に位置づける言語活動を明確にし、指導を工夫する。 
重点２ 問題解決に必要な思考力・表現力を支える基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身に 
   つけさせる指導を工夫する。 

  【重点１に関わって】 
 個人追究、ペア交流、全体交流の場面で、自分の考えを筋道立てて説明することで、思考力を育て

たいと考えている。表現活動を通して、思考力を高め、数理的に処理する良さを見出していくことを

めざしていく。 
 導入段階では、「分かること」・「聞いていること」は、どの子もつかみやすいことなので、全員が

言えるようにしたい。「使えそうなこと」では、前時までの学習を思い出させて、こうするとできそ

うだという見通しを持たせていく。 
 課題作りでは、本時の学習の課題として児童に個々につぶやかせながら、教師がそれを拾って、ふ

さわしい課題を作っていく。 
 展開段階では、既習内容や経験をもとに、解決に向けて個人追究をする。根拠を明らかにしながら、

考え方を全体で交流し、共通点や類似点、相違点を見つけていく。 
 終末段階では、深まった考えをまとめとし、「はやく」「かんたんに」「せいかくに」できるように

する。その後、練習問題に取り組み、本時の学習の定着を見届ける。 
 
【重点２に関わって】 
 具体物や半具体物を操作することを通して視覚的に理解させ、それを生かして課題の理解につなげ

られるようにする。また、学習の足跡を掲示に残し、課題解決の手立てとなるようにする。 
 本時では、８０＋５０の計算を考える際に、８０は１０が８個、５０は１０が５個だから、１０が

８＋５で１３個となり、１３０になることを理解させたい。何十という数を１０を単位として（１０

をもとにして）捉えることができるように考えさせたい。 
 単位時間の学習の流れを、「もんだい」「かだい」「自分の考え」「まとめ」「れんしゅうもんだい」

とし、分かりやすい板書をこころがける。 
 いつでも見やすく分かりやすいノートになるように指導し、個人的には机間指導で声をかける。 
 本時の学習の定着具合をつかむために、練習問題では全員のノートを見て回り、○つけや助言を行

う。そして、今日の学習の完全な定着を図るため、今日学習した内容のページのドリルを宿題にし、

時間があったらやり始めさせる。宿題は、親さんに確認のための○つけをお願いしていて、間違いは

その場でやり直しをさせてもらうようにしている。どうしてもできない子に限っては、こちらでおこ

なったり自分でさせたりしている。 
 

４ 単元指導計画  

 〈単元の目標〉 
 ○１０００までの数の構成、表し方、読み方を知り、十進位取り記数法による表し方を理解する。

また、数を１０や１００の単位として見るなど、数の相対的なおおきさについて理解する。 

 関 ・１０００までの数の構成、表し方、読み方の理解に意欲をもち、進んで用いようとする。 

 考 ・１０００までの数の構成、表し方、読み方を知り、十進位取り記数法による表し方を考えて



いる。 
   ・何十と何十の加法及びその逆の減法の計算のしかたを１０を単位に考えている。 

 技 ・１０００までの数について、数えたり、書き表したり、大小比較したりすることができる。 

   ・何十と何十の加法及びその逆の減法の計算が確実にできる。 

 知 ・１０００までの数の構成、表し方、読み方、相対的な大きさについて理解している。 

   ・１０００という数の大きさ、表し方、読み方について理解している。 
 

時  本時のねらい   主な学習活動 評価規準 指導・援助 
１ 
・ 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１００より大きい数

の魚の数を数える活

動を通して、１０のま

とまりや１００のま

とまりを作ると数え

やすいことに気付き、

３位数の構成を理解

し、数えたり、表した

り、読んだりすること

ができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 問題から学習の見通しをもつ。 
（魚の絵を提示して、）さかなは、なん

びきいるでしょう。 

・本時の課題を明確にする。 

１０のまとまりを囲んでまとめ、魚の

数を数えよう。 

・本時のまとめ 
１０のまとまりや１００のまとまりを

作って数えると便利。 
 位取り表に数を書き、読む。 
・練習問題を解き学習の定着を図る。 
 
 
 

関１０００までの

数を進んで表し

たり、読んだり

しようとする。 

考既習の２位数の

構成をもとに、

３位数の構成を

考える。 

技１０００までの

数を数えたり、

表したり、読ん

だりできる。 

知３位数の数え

方、十進位取り記

数法による表し

方、読み方などが

わかる。 

・いろいろな数

え方を出さ

せてから、１

０のまとま

りを作るよ

さに気付か

せる。 
・数えた１０、

１００のま

とまりの数

を数えて、位

取り板で説

明させる。 
 
 
 
 
 

３ ３０５枚の折り紙の

数を書くことを通し

て、１０の位がないこ

とに気付き、空位のあ

る３位数の構成を理

解し、表したり読んだ

りすることができる。

・問題から学習の見通しをもつ。 
折り紙の数を数字でかこう。 

・本時の課題を明確にする。 

１０のたばがない時の書き方を考え

よう。 

・本時のまとめ 
１０の位がないときは、０をつける。

・練習問題を解き学習の定着を図る。 

知空位のある３位

数の構成や表し

方、読み方がわ

かる。 
 

・つまずく児童

には、位取り

表を使って

１０の位が

ないことに

気付かせる。

４ １０を１０個以上集

めた数を表すことを

通して、１０を１０個

集めた数が１００で

あることに気付き、何

百何十と捉えること

・問題から学習の見通しをもつ。 
１０を１３こあつめた数はいくつで

しょう。 
・本時の課題を明確にする。 

考１０を単位とし

て数を構成した

り、相対的に見

たりする。 

・１０のまとま

りとして捉

えやすい１

０円玉を使

う。 



ができる。 
 
 
 
 

１０を１０こあつめた数がいくつか

をもとにして、１３こあつめた数を

考えよう。 

・本時のまとめ 
１０が１０こで１００、１０が１３こ

で１３０になる。 
・練習問題を解き学習の定着を図る。 

技１０を１０個以

上集めた数を表

すことができ

る。 

５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２５０は２００と５

０に分けることを通

して、２００は１０が

２０個、５０は１０が

５個であることに気

付き、何百何十を１０

のいくつ分と捉える

ことができる。 
 
 
 
 
 

・問題から学習の見通しをもつ。 
２５０は１０をいくつあつめた数で

しょう。 

・本時の課題を明確にする。 

２００は１０が何個か、５０は１０

が何個かを考えて、２５０は１０が

何個かを考えよう。 

・本時のまとめ 

・練習問題を解き学習の定着を図る。 

２００は１０が２０こ、５０は１０

が５こだから、２５０は１０が２５

こあつまった数になる。 

考１０を単位とし

て数を構成した

り、相対的に見た

りする。 

技何百何十を１０

を単位として表す

ことができる。 

・２５０を２０

０と５０に

分けて、２０

００は１０

がいくつ、５

０は１０が

いくつと考

えさせる。 

６ １００のあつまりが

１０個集めることを

通して、１０００と表

し「千」と読むことが

分かる。また、数直線

を用いて１０００に

ついての理解を深め

ることができる。 
 

・問題から学習の見通しをもつ。 
・の数を数字で書こう。 

・本時の課題を明らかにする。 

１００のあつまりがいくつあるかを

考えよう。 

・本時のまとめ 
１００を１０こあつめた数は１００

０で、「千」と読む。 
・練習問題を解き学習の定着を図る。 

１０００は１０をいくつ集めた数かを

見つける。 
 

関１０００という

数の大きさに興

味・関心をもつ。 

知１００を１０個

集めた数を１００

０と表し、「千」と

読むことが分か

る。 

・自由に数を数

えさせる。 
・１つのブロッ

クには「・」

が１００個

あることを

おさえる。 
・１目盛りが１

００になっ

ている数直

線を理解す

る。 

７ 数直線を用いること

を通して、１０００ま

での数の順序、系列な

どに気付き、数につい

ての理解を深めるこ

とができる。 
 
 
 
 
 

・問題から学習の見通しをもつ。 
数の線の□にあてはまる数を書こう。

・本時の課題を明らかにする。 

１めもりの大きさを考えて数を書こ

う。 

・本時のまとめ 
小さいめもりは１０ずつふえ、大きい

めもりは１００ずつふえている。 
・練習問題を解き学習の定着を図る。 

考２位数の数系列

の理解をもと

に、３位数の数

系列を考える。 

技１０００までの

数を数直線に表し

たり、表示された

数を読み取ったり

することができ

る。 

・等間隔の目盛

りが同じ大

きさを表す

ことを正し

く理解させ

る。 
・１目盛りがい

くつを表す

のか、大きな

目盛りの間

がいくつに

分けられて

いるかに注

意して読み



とらせる。 
８ 身のまわりのものか

ら、１０００までの数

を見つける活動を通

して数に興味をもつ

ことができる。 
 
 
 
 

・問題から学習の見通しをもつ。 
広告や、教室の中にある数字から、１０

００までの数を見つけよう。 
・本時の課題を明らかにする。 

見つけた数をはっぴょうしよう。 

・本時のまとめ 
みのまわりには、数がたくさんつかわ

れている。  

関１０００までの

数が身のまわりの

どのようなところ

で使われているか

を調べ、大きな数

に興味をもつ。 

・家庭から広告

や新聞等で、１

０００までの

数がついてい

るものを持ち

寄る。 

９ ３位数の大きさを調

べることを通して、数

によって百の位、十の

位、一の位を比べれば

よいことに気付き、大

きさ比較をすること

ができる。 
 
 
 
 
 
 

・問題から学習の見通しをもつ。 
２３５と２１８では、どちらが大きい

数でしょう。 
・本時の課題を明らかにする。 

何のくらいの数字をくらべたらいい

のかを考えて、大きさくらべをしよ

う。 

・本時のまとめ 
１００のくらいからじゅんばんに、同

じくらいの大きさをくらべれば大き

さがくらべられる。 
・練習問題を解き学習の定着を図る。 

知３位数の大小比

較のしかたがわか

る。 

・大小判断の理

由を明らか

にする。 
・同じ位の数字

の大きさで

判断できる

ことを確認

する。 
・不等号の書き

方を教える。

１

０ 
 
本

時 

何十どうしの加法を

考える活動を通して、

１０をもとにして考

えればよいことに気

付き、計算をすること

ができる。 
 
 
 
 
 
 

・問題から学習の見通しをもつ。 
８０円の牛にゅうと５０円のおかしを

買います。合わせて何円でしょう。 

・本時の課題を明らかにする。 

８０＋５０のけいさんのしかたを考

えよう。 

・本時のまとめ 
８０＋５０のけいさんは、１０をもと

にして考えると、８＋５で１３。 
１０が１３こで、１３０になる。 
・練習問題を解き学習の定着を図る。 

技１０を単位とし

て計算するくり上

がりのある加法

や、くり下がりの

ある減法の計算が

できる。 

知くり上がりのあ

る何十＋何十や、

くり下がりのある

何十－何十のよう

な計算のしかたが

わかる。 

・図をもとに、

１０のいく

つ分になる

かを考えさ

せる。 
・１０や１００

の図や磁石

玉を用いて

考えさせる。

１

１ 
 
１

２ 

Ｐ.６５ 
れんしゅう 
 
Ｐ.６６ 
きほんのたしかめ 

Ｐ.６５のれんしゅうをやる。 
 
 
Ｐ.６６のきほんのたしかめをやる。 

技何十＋何十の加

法及びその逆の減

法の計算ができ

る。 

知３位数の構成、

記数法、大小のく

らべ方がわかる。 

 

 



５ 本時のねらい 

  何十どうしの加法の計算を考える活動を通して、１０をもとにして考えればよいことに気付き、計

算をすることができる。 
 
６ 本時の展開（１０/１２） 

 学習活動及び学習内容 指導援助（○）評価（☆）留意点（・）

 
つ 
 

か 
 

む 

１ 本時の場面を把握し、学習の見通しをもつ。 

８０円の牛にゅうと５０円のおかしをかいます。合

わせて何円でしょう。 

・８０円の牛にゅうと５０円のおかしをかうのだな。 
・合わせてとあるから、たしざんでできそうだな。 
・たしざんでできそうだけど、数が大きいな。 
２本時の学習課題を明確にする。 

８０＋５０のけいさんのしかたを考えよう。 
 

○分かっていることと、こうすればで

きそうだなということを明らかに

する。 
・○10を８個と⑩を５個提示する。 
・児童は、お金を用意し、並べる。 

３ 個人追究をする。

お金を使って考える。

⑩が８個と５個だか

ら、 
１３個になる。 
１０円が１３個だか

ら、１３０円になる。

 
式で考える。 
８０＋５０ 
５０を３０と２０

に分ける。 
８０に２０をたし

て 
１００。のこりの３

０をたすと１３０

になる。 

 
筆算なら、

８０   

＋５０ 
１３０ 

○単元の学習の足跡の掲示と既習内

容を関連付けながら考えるように

する。 
☆身に付けたい考え方を明確にし、表

現活動を位置づける。 

 
 
 
 
ふ 
 
か 
 
め 
 
る ４ 全体交流で考えを深める。 

・式で考えることを確認する。 
・８０は、１０が８こ 
 ５０は、１０が５こ 
  ８＋５は１３  １０が１３こあるのだから、 
 答えは１３０になる。 

○１０をもとにして考えるようにす

る。 
・１５０－８０のひきざんでも、でき

ることを確認する。 

 
 
ま 
 
と 
 
め 
 
る 

５ 計算の方法を確認し、本時のまとめをする。 

８０＋５０のけいさんは、１０をもとにして考え、 
８＋５で計算して、１３になる。 
１０が１３こで、１３０ 

 
６ 練習問題を行い、本時の学習の定着を図る。 

（１）４０＋７０   （２）９０＋３０ 
（３）６０＋８０   （４）１４０－６０ 
（５）１３０－８０  （６）１００－３０ 

 

・「分かったこと、よかったこと、使

えそうなこと」を問いかけてまとめ

ていき、１０をもとにして考えると

いうことを価値付けて、本時のまと

めとする。 
 
☆１０のまとまりを意識して考えて

いるかを評価する。 

                                                    


